
ナシ 刄uドウ 刄Jキ 刄ｃ� 刄Xイカ. 

全国 �"ﾃ�C2�全国 �"ﾃ(ｩ��%& ��ﾃ�モ�全車 ��ﾃ3�R�全軍 白�3s��

1 �+偃h�2�9.477 俟)Wｸ�2�~8,131 弍)Xﾈ�2�2.343 兀�8x�2��7.859 ��hｨ8�2�2,219 

2 傴ﾈﾕﾘ�2�_4,718 �ｨ�(�2�5,246 �=驂x�2��1.693 �ｨ�(�2�5.007 倡�wH�2�1.932 

3 ��hｨ8�2�4.345 儘ﾉ8x�2�3.288 �+偃h�2�1.466 �+ynﾈ�2�3.785 �+偃h�2�1.858 

4 �h��ｷｸ�2�4,332 傴ﾈﾕﾙ���2.958 �i78ｷｸ�2�1.454 俟)Wｸ�2�3.332 估igｸ�2ﾒ�1.794 

5 俘)&ﾘ�2�4.197 偬���2�2.853 ��Y�H�2�1.408 刎�慂�(�2�2.一一0 冖ﾈﾌ8�H�2�1790 

6 偬���2�4.ー08 �+偃h�2�2.8ー0 倅Hｵﾘ�2�1.400 ��hｨ8�2�1.7ー4 �+8*(+ﾘ-ﾈ�2�1.766 

7 �,8�2�3,742 ��YZｨ�2�2.592 俟)Wｸ�2��1.338 ��Y�H�2�1,57S 冉ｸｾ8�(�2�1.7ー5 

8 ��Xﾌｸ�2�3,6柑 ���ｸ�2�2.564 冉ｸｾ8�(�2�1,322 ��Vﾈ�2�1,566 弍)Xﾈ�2�1.888 

9 ��(�(�2�3.371 ��Xﾌｸ�2�2.498 ���ｸ�2�1,259 �+8*(+ﾘ-ﾈ�2�1.580 �;�8x�2�I,613 

lO ���ｨ�2�3tO85 伜(8ﾘ�2�2.484 ��ywH�2�1.247 俘(鉙�2�1.540 �i78ｷｸ�2�1.60ー 

メロン 刄Cチゴ 刄oナナ 刄Lーウ �42�果実加 �4x軏�

全国 ��ﾃ3Cr�全国 �2紊#R�全国 釘ﾃ��2�fA ��ﾃ�#"�全霞 ��縱3��

_I ��Xﾌｸ�2�4,804 ��Y�H�2�4.595 �+偃h�2�-5.803 ��Vﾈ�2�･1,511 俟)Wｸ�2�2.437 

2 倅Ig倡2�3,649 刔9MIW育2�4.477 儘ﾉ8x�2�5.888 �+8*(+ﾘ-ﾈ�2�1.473 �+ynﾈ�2�2.366 

3 做�68�2�2,440 ��hｨ8�2�4.431 仍�78�2�'5.658 儻亥(�2�1.470 �+8*(+ﾘ-ﾈ�2�2.353 

4 估igｸ�2�1.958 ��Xﾌｸ�2�4,325 俤Y|x�2�5.575 ��ﾈﾞ育2�I.4ー7 豫9�倡2�2,332 

5 儻i,8�2�1.908 �8ﾈｹ靆ﾈｾiMr�4,187 弍)Xﾈ�2�5,5柑 �8ﾈｹ阮(ｾiYB�1.37ー �8ﾈｹ�78ｾiYB�2.297 

8 ��hｨ8�2�1.803 �+8*(+ﾘ-ﾈ�2�4.163 ��ywH�2�5.45ー ��ywH�2�I.357 又ﾄ畑�2�2.073 

7 儼ﾈ鉙�2�I.714 做�68�2�4.143 刎�慂�(�2�5.438 ���ｸ�2�I.332 儼ﾈ鉙�2�2,030 

8 冖ﾈﾌ8夊�2�1.605 ��Vﾈ�2�4.140 ��hｨ8�2�_5.369 仂I|x�2�1.329 仞��(�2�2,021 

9 ��)�育2�I.583 ��ﾈﾞ育2�4.112 傴ﾈﾕﾘ�2�5,360 暢ﾘﾈ�2�1,268 偬���2�1.996 

10 ��ywH�2�1.525 ��ywH�2�4.072 兀�8x�2�5.345 做�68�2�1,243 冖ﾈﾌ8夊�2ﾒ�I,990 

統
計
局
が
ま
と
め
た
家
計
調
査

｣
世
帯
)
都
道
府
県
庁
所
在
市
お

指
定
都
市
別
の
品
目
別
購
入
金
額

ノ
(
2
0
0
8
年
-
1
0
年
平
均
､

貰
る
と
､
-
世
帯
当
た
り
の
生

T
間
購
入
金
額
･
数
量
と
も
ト
ッ

だ
な
っ
た
｡
同
市
で
は
リ
ン
ゴ
､

S
入
金
額
が
1
位
と
な
り
､
県
産

宗
男
い
支
え
て
い
る
姿
が
う
か

J
の
ほ
か
の
品
目
で
も
､
購
入
金

買
お
む
ね
産
地
や
周
辺
消
費
地

Q
r
l
て
い
る
o

一
方
､
大
都
市
の
年
間
-
世
帯
当
た
り
生

鮮
果
実
の
購
入
金
額
は
東
京
都
区
部
で
1
7
位

(
3
万
7
8
9
0
円
)
､
名
古
屋
市
2
5
位
(
3

万
5
9
6
4
円
)
'
大
阪
市
4
2
位
(
3
万
2
0

8
8
円
)
と
な
っ
た
0
1
世
帯
当
た
り
の
年

間
購
入
数
量
で
は
東
京
都
区
部
3
0
位
(
8
8
･

9
㌔
瑠
)
､
名
古
屋
市
3
5
位
(
8
6
･
6
㌔
噌
〕
､

大
阪
市
4
6
位
(
閃
･
4
㌔
望
｡
推
奨
さ
れ
て

い
る
果
実
摂
取
量
1
人
1
日
当
た
り
2
0
0

瑠
(
年
間
7
3
㌔
瑠
)
と
比
較
す
る
と
､
｢
家
庭

で
い
か
に
食
べ
て
い
な
い
か
｣
が
わ
か
る
｡

た
だ
し
､
果
実
加
工
品
の
購
入
金
額
は
東

東
扇
都
区
部
で
は
ー
メ
ロ
ン
の
購
入
金
額

が
2
3
位
'
ブ
ド
ウ
2
8
位
'
バ
ナ
ナ
3
9
位
'
リ

ン
コ
4
4
位
と
な
っ
た
が
､
そ
れ
以
外
の
品
目

で
は
2
0
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
｡
イ
チ
ゴ
の

ほ
か
'
キ
ー
ウ
ィ
や
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
と

い
っ
た
美
容
や
健
康
へ
の
効
果
が
p
R
さ
れ

て
い
る
品
目
の
購
入
金
額
が
上
位
と
な
っ

た
o
名
古
屋
市
は
オ
レ
ン
ジ
､
ス
イ
カ
'
メ

ロ
ン
で
1
 
0
位
以
内
に
入
り
､
キ
ー
ウ
ィ
で
H

位
､
ブ
ド
ウ
で
1
7
位
と
な
っ
た
｡
大
阪
市
は

ス
イ
カ
1
6
位
'
カ
キ
1
8
位
'
オ
レ
ン
ジ
2
0
位

と
し
た
も
の
の
､
メ
ロ
ン
4
3
位
､
ナ
シ
4
5
位
､

ブ
ド
ウ
4
5
位
と
低
迷
し
た
｡

農
業
の
活
性
化
に
取
組
み

政
府
は
先
ご
ろ
'
経
済
再
生
と
2

0
2
0
年
ま
で
の
1
 
0
年
間
で
所
得

税
納
税
可
能
な
1
0
0
万
人
の
新

た
な
雇
用
創
出
を
め
ざ
す
'
中
長
期

総
合
経
済
開
発
計
画
｢
新
セ
-
チ
ェ

ニ
計
画
｣
を
発
表
し
た
o

農
業
分
野
を
所
管
す
る
地
域
開

発
省
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
､
同
計

画
の
う
ち
次
の
5
項
目
が
農
業
や

地
域
開
発
に
資
す
る
も
の
と
し
て

い
る
｡具

体
的
に
は
､
①
｢
健
康
産
業
｣
で

は
'
野
菜
や
果
物
生
産
へ
の
補
助
金

支
給
､
地
熱
を
活
用
し
た
農
家
の
熱

源
の
近
代
化
'
温
室
で
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
野
菜
､
果
物
栽
培
の
奨
励
②

｢
緑
の
経
済
開
発
｣
で
は
'
再
生
可

能
な
原
材
料
や
製
品
の
贋
作
物
栽

培
へ
の
活
用
や
環
境
に
優
し
い
製

品
作
り
を
後
押
し
｡
ま
た
､
農
業
や

森
林
資
源
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

産
す
る
よ
う
な
技
術
､
製
品
､
イ
ン

フ
ラ
の
開
発
を
進
め
る
o
さ
ら
に
③

｢
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
開
発
｣
で
は
､
農

業
関
係
者
が
一
般
よ
り
有
利
な
条

件
で
､
金
融
機
関
で
の
資
金
調
達
を

可
能
と
す
る
｡
ま
た
商
付
加
価
値
､

商
品
質
'
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

製
品
作
り
を
後
押
し
'
高
品
質
､
均

質
的
で
安
全
性
の
高
い
製
品
製
造

技
術
の
活
用
を
支
援
｡
さ
ら
に
地
域

特
産
の
手
工
業
の
発
展
を
通
じ
て
'

地
方
住
民
の
生
活
向
上
を
め
ざ
す
｡

を
'
そ
し
て
⑤
交
通
開
墾
ノ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
､
物
流
倉
庫
の
有
効
活
用
を

め
ざ
す
'
と
し
て
い
る
o

体
制
転
換
以
降
､
欧
米
か
ら
の
投

資
が
活
発
化
し
､
自
動
車
産
業
や
金

融
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
発
達

し
た
同
国
だ
が
､
一
方
で
安
価
な
輸

入
品
の
流
入
'
農
業
経
営
の
近
代
化

の
遅
れ
'
後
継
者
や
運
営
資
金
不
足

な
ど
も
あ
り
､
0
9
年
の
対
G
D
P
農

6
%
(
9
5
年
8
･
0
%
)
な
ど
と
'

農
業
分
野
は
活
力
を
失
っ
て
い
る
｡

政
府
は
地
域
開
発
と
農
業
開
発
を

一
体
と
位
置
付
け
､
環
境
と
水
利
分

野
を
所
管
範
囲
に
追
加
し
て
'
一
層

効
率
的
な
政
策
運
営
体
制
を
作
り
､

農
業
の
活
性
化
に
取
組
む
と
い
う
｡

(
ジ
ェ
ト
ロ
/
『
F
O
O
d
&
A
g

｢
-
c
u
-
t
u
r
e
』
よ
り
)

閥叫
外
食
産
業
成
功
の
背
景
に
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
重
視
の
傾
向

近
年
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
外
食
産

業
の
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
る
｡
も
と
も
と
同
国
民
は
外
食

好
き
だ
が
'
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ

る
食
生
活
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
'
そ
れ
が
海
外
か
ら
の
外
食
産

業
の
進
出
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
｡

外
国
の
外
食
産
業
が
成
り
立
つ

こ
と
を
裏
付
け
た
の
は
､
1
9
9
0

年
前
後
の
｢
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
｣
や

｢
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ

ン
｣
の
成
功
で
あ
る
o
米
国
で
は
大

衆
向
け
だ
が
､
当
時
は
そ
の
高
い
価

格
か
ら
同
国
に
は
時
期
尚
早
と
言

わ
れ
た
｡
し
か
し
実
際
に
は
､
ま
た

た
く
間
に
各
都
市
に
広
ま
っ
た
｡

同
国
で
は
､
可
処
分
所
得
に
対
し

て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
メ
に
金

を
使
う
比
率
が
高
い
.
1
股
の
消
費

者
に
と
っ
て
は
少
々
価
格
が
商
い

と
感
じ
ら
れ
る
商
品
で
も
､
リ
ッ
チ

で
お
し
ゃ
れ
な
感
覚
を
表
現
で
き

れ
ば
､
そ
れ
な
り
の
顧
客
を
獲
得
で

き
る
と
い
う
.
苦
か
ら
同
国
に
は
チ

キ
ン
料
理
が
豊
富
に
あ
っ
た
｡
な
ぜ

今
さ
ら
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
な
の
か
と
思
う
人
も
少
な

く
な
い
が
､
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
､
手

際
よ
く
注
文
を
聞
い
て
も
ら
い
'
冷

房
の
効
い
た
清
潔
な
空
間
で
'
米
国

生
ま
れ
の
コ
ー
ラ
と
一
緒
に
唐
揚

げ
チ
キ
ン
を
食
べ
る
｡
そ
こ
に
消
費

者
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
感
じ
､
同

時
に
優
越
感
を
味
わ
う
ご
れ
ら
の

店
で
子
供
の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
を

開
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る

が
､
こ
れ
が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(
ジ
ェ
ト
ロ
/
『
F
O
O
d
&
A
g

｢
-
c
u
-
t
u
r
e
』
よ
り
)

p
I
e
 
K
 
U
P

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

8
割
の
人
が
野
菜
好
き
だ
が

生
野
菜
･
サ
ラ
ダ
で
の
摂
取
が
多
い

マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
が
行
っ
た
｢
野

菜
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
に

よ
る
と
'
調
査
対
象
の
1
 
0
代
～
5
0
代

以
上
の
男
女
1
万
2
1
2
7
人
の

う
ち
､
8
割
が
野
菜
が
好
き
と
答
え

た
｡

野
菜
の
摂
取
量
や
頻
度
に
つ
い

て
は
､
野
菜
を
食
べ
て
い
る
方
だ
と

思
う
人
は
6
割
弱
｡
2
0
代
は
ほ
か
の

年
代
に
比
べ
て
そ
う
思
う
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
｡
野
菜
の
食
べ
方

で
は
'
｢
生
野
菜
･
サ
ラ
ダ
｣
で
食

べ
る
人
は
8
割
､
｢
野
菜
妙
め
｣
｢
味

噌
汁
｣
｢
カ
レ
ー
･
シ
チ
ュ
ー
な
ど
｣

が
6
-
7
割
｡
｢
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
｣

は
3
割
弱
｡
｢
生
野
菜
･
サ
ラ
ぎ

｢
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
｣
｢
鉄
板
焼
き
｣

な
ど
を
の
ぞ
き
'
ほ
と
ん
ど
の
野
菜

料
理
で
女
性
が
男
性
壕
1
 
0
ポ
イ
ン

ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
｡

野
菜
を
便
っ
た
料
堪
を
食
べ
る

1;f':...I.. =..i.]･....

た
ご
の
う
ち
女
性
は
雰
性
よ
り
頻

度
が
高
く
､
｢
毎
日
｣
が
6
割
近
く

に
も
｡
野
菜
を
よ
く
食
べ
る
場
面

は
､
｢
夕
食
｣
が
9
割
超
､
｢
昼
食
｣

が
5
割
弱
､
｢
朝
食
｣
が
3
割
0
5

代
で
は
｢
朝
食
｣
が
多
く
見
ら
れ
る
｡

普
段
よ
く
食
べ
る
野
菜
は
､
｢
キ

ャ
ベ
ツ
｣
｢
タ
マ
ネ
ギ
｣
｢
ジ
ャ
ガ
イ

モ
｣
｢
ニ
ン
ジ
ン
｣
｢
ダ
イ
コ
ン
｣
な

ど
が
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
｡
嫌
い

な
野
菜
は
｢
特
に
な
い
｣
が
半
数
弱
､

｢
セ
ロ
リ
｣
ヨ
-
ヤ
ー
｣
｢
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
｣
｢
シ
ュ
ン
ギ
ク
｣
な
ど
が
上

位
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
｡

調
査
期
間
は
3
月
1
日
～
5
日

で
､
同
社
の
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ
る
｡

が
発
信
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
活
動
で

n
d
 
V
e
g
e
t
a
b
l
e
 
P
　
お
け
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
､

そ
の
ま
ま
の
姿
で
売
ら
れ
て
い
る


